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【緒⾔】顎関節症は顎関節・咀嚼筋に局在する疼痛や下顎運動制限を主症状とする多因⼦疾患である。

従来の顎関節症におけるメンタルヘルスとの関連性の研究は、メンタルヘルスを顎関節症発症及び増

悪要因とした負の関連性のみに焦点が当てられており、良好なメンタルヘルスの状態が顎関節症発症

予防または改善に寄与する研究はほとんど⾏われてこなかった。本研究の⽬的は良好なメンタルヘル

スと顎関節症との関連性について検討を⾏うことである。 

【⽅法】本研究はインターネット調査会社の登録モニターのうち 20-59 歳の正規従業員を対象に実施

している縦断調査（2020 年 6 ⽉より 3 ヶ⽉間隔で実施）の第 4 回調査として実施された。第 1 回⽬調

査から解雇・転職及び退職となったものを除いた、解析に使⽤する全項⽬に回答した 1278 名のデー

タを使⽤した（男性 655 名，⼥性 623 名；平均年齢 41.4 歳，SD=10.3）。顎関節症状は杉崎らによる

1 項⽬「⼝を開けたときに痛みがありますか」を使⽤し（はい/いいえ）、「はい」と回答した場合を顎

関節症「あり」とした。ポジティブなメンタルヘルス活動の指標としてリカバリー経験の下位尺度で

ある⼼理的距離とリラックスを使⽤し、各尺度得点を 3 分位で分割した。解析は顎関節症をアウトカ

ムとし、⼼理的距離とリラックスの「Low」に対する「Middle」「High」のオッズ⽐を多重ロジスティ

ック分析で求めた。各解析では調整なし（モデル 1）、性別・年代・BMI・職種を追加調整（モデル 2）、

職業性ストレス(Job Demand・Job Control，Job Support)を追加調整（モデル 3）、媒介因⼦(K6)を追

加調整(モデル 4) の 4 つのモデルを検証した。 

【結果】解析対象者 1278 名のうち 162 名である全体の 9.8％に顎関節症の所⾒が認められた。リラッ

クスは交絡因⼦及び職業性ストレス因⼦を調整変数として投⼊しても、顎関節症の有無と有意な関連

性が認められた。⼀⽅、K6 を投⼊したモデル 4 では K6 の Mild 群、Severe 群においては Normal 群

と⽐較して顎関節症有の⾼さとの有意な関連性が認められた(Mild OR:2.94,CI:1.91-4.53, High 

OR:4.76,CI:2.85-7.95)が、リラックスにおいては有意な関連が認められず、これは K6 とリラックス

が交絡していることを⽰す。⼼理的距離においては Model1 及び交絡因⼦のみ追加投⼊した Model2

では有意な関連性が認められたが、仕事のストレス因⼦を追加調整したモデルにおいては有意な関連

性は認められなかった。 

【考察】本研究では⼼理的距離においては職業性ストレス因⼦を考慮すると顎関節症発症との有意な

関連性は認められなかった。⼼理的距離は「仕事のことを忘れる」ことであるが、咀嚼筋に対しての

影響は低く、また仕事のストレス因⼦による影響を受ける可能性があることが⽰唆された。⼀⽅、本

研究によりリラックスができているとストレス状態の緩和を通して、顎関節症発症の低さと関連があ

ることが⽰唆された。 
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